
IBMアカデミック・
イニシアティブ
IBMアカデミック・イニシアティ
ブは、学生の段階からITに興味を
持ってもらい、ITスキルを高めても
らうための支援活動で、IBMから大
学の先生や学生に対してさまざまな
支援プログラムをご提供するもので
す［1］。これにより、学生はより実
践的なITスキルを高める機会を得
ると同時に、就職後には即戦力とし
て活躍できるチャンスも得られます。
日本をはじめ先進国の多くは就職難
が続いており、学生同士の競争の中
で、就職に有利になるよう若いうち
から幅広いスキルや資格の取得を目
指す人も多いためか、IBM認定資格
試験やオンライン研修は特に人気が
あります［2］。

System z アカデミック・
イニシアティブ

IBMアカデミック・イニシアティ
ブの中で、特にメインフレームに
フォーカスした活動が、「System 

z アカデミック・イニシアティブ」
です。2004年から本格的な活動
を行っており、2013年末の時点で
世界70カ国、1,000校以上の大学、
68,000人以上の学生が参加してい
ます。
メインフレームはIT業界の中でも
最重要なプラットフォームであり、
企業の基幹データを処理するシステ
ムや社会基盤を支えるシステムとし
て重要な位置付けにあります。とこ
ろが、お客様企業においては、メ
インフレーム技術者の高齢化が進む
一方で、メインフレームに従事する
若手技術者が増加せず、スキルやノ
ウハウ継承の受け皿となる技術者不
足が課題として顕在化しています。
IBMでは、メインフレーム環境を
継続的に最適なものにするためには、
テクノロジーを新陳代謝させるだけ
でなく、それに関わるお客様やビ
ジネスパートナー様、さらには学生
に至るまで、コミュニティーとして
活性化していくことが重要であると
考えており、「メインフレーム憲章」

の中でもコミュニティー支援を明文
化してお約束しています。
そうしたメインフレーム・コミュ
ニティーの活性化の中で、System 
z アカデミック・イニシアティブは、
特にスキル育成に重点を置いた、教
育者や学生の皆様を支援するプログ
ラムです。近年は特に、経済発展が
著しいアフリカや南米においてIT
技術者が不足しているため、アカデ
ミック・イニシアティブにおいても
人材育成を重点的に行っています。
また、スキル育成だけでなく、学生
と企業をつなぎ就職の機会を学生に
提供することにも注力しています。
具体的な支援活動としては、以下
のようなプログラムが提供されてい
ます。
・無料のオンライン研修の提供［2］
・認定資格試験の提供
・ハンズオン環境の提供
・コミュニティーの支援
・大学への寄附講座、講師の派遣
・求人・求職の情報提供［3］
・メインフレーム・コンテスト［4］

IBMアカデミック・イニシアティブ
メインフレームの人材育成に向けて

前回のメインフレーム・コンテスト表彰風景
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メインフレーム・コンテスト
ここでは、具体的な支援活動のな
かから、特にユニークなプログラム
である、「メインフレーム・コンテ
スト」についてご紹介します。
世界各国で開催されるメインフ
レーム・コンテストに参加する学生
達は、メインフレームについて実践
的に学べるとともに、学生同士ある
いは国をまたいで、あるときは競い
合い、あるときは助け合いながらプ
ログラムを開発してコンテスト入賞
を目指します。リモートからIBM
サイトにあるSystem zにアクセス
し、課題として与えられたテーマに
ついてプログラムを開発することを
通じて、さまざまな実践的なスキル
が身につく仕組みになっています。
コンテストは3つのパートに分か
れています。
パート1（約1時間）では、コンテ
ストで使用するメインフレーム環境
にアクセスするために、自分のPC
に3270エミュレーターのセット
アップを行い、どのように3270端
末やz/OSを使うかを学びます。メ
インフレームについて全く経験がな
くても大丈夫です。パート1を完了

するとTシャツがプレゼントされます。
パート2（約8時間）では、より実
践的なハンズオン・トレーニングを
行います。CICSとMQを用いて料
金支払い業務のアプリケーションを
実際に動かします。JCLを使用して
バッチを起動したり、SDSFでシス
テム管理をするなど、運用面での
z/OS上の操作も経験します。
パート3では、実際の業務システ
ムを想定した課題が与えられます。
例えば、「銀行のATM処理システム
のプログラムを作りなさい」といっ
た課題です。参加する学生たちはい
かに早く正確に、仕様どおりのプロ
グラムを開発できるかを競い合い、
上位入賞者4名にはタブレット端末
が贈られます。
メインフレーム・コンテストは、
世界同時に開催するわけではなく、
国ごとに時期をずらして開催されま
す。今年度のコンテストは、ポー
ランドを皮切りに、中国、北米（米
国、カナダ）、インド、イギリス、
南米、フランス、イタリア、ロシア、
ケニア、南アフリカで開催されまし
た。開催のたびに参加者が増えてい
る状況にあり、来年度は日本での開
催も検討されています。
また、各国で開催されたメインフ
レーム・コンテストの優勝者は、最
終決戦としてニューヨークで開催さ
れる “IBM Master the Mainframe 
World Championship”に参加しま
す。6週間にわたるプログラミング・
コンテストですが、ここで世界一の
学生が決まるのです。
メインフレーム・コンテストには、
これまでに32カ国43,825名の学
生が参加しました。参加者からは、

「メインフレーム上でもっとアプリ
を作りたい」「System zの仕事に
就きたい」などのコメントが寄せら
れています。
System zのこれからの50年を
支えるのは、学生の皆様です。IBM
では今後もアカデミック・イニシア
ティブを通して、先生や学生の皆様
をご支援いたします。
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プログラムが完成して喜ぶ学生たち

コンテストでプログラム開発中の学生

System z本体を操作する学生さん
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